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就
職
氷
河
期
世
代
対
象
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市
は
、
来
年
度
採
用
予
定
の
就
職

氷
河
期
世
代
の
職
員
若
干
名
を
次
の

通
り
募
集
し
ま
す
。

▽
職
種
$
事
務
職
▽
受
験
資
格
$

昭
和
４５
年
４
月
２
日
〜
６１
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人
▽
１
次
試
験
$
書
類

選
考
を
通
過
し
た
人
の
み
１１
月
４
〜

シ
ー

ギ

ャ

ブ

プ

ラ

ス

２０
日
の
希
望
日
にC

-G
A
B
p
lu
s

を
実
施
。

(
指
定
の
サ
イ
ト
に
受
験
者
情
報

を
登
録
し
、
市
役
所
２
階
の
人
事
課

で
配
布
す
る
受
験
申
込
書
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
１０
月
１４
日

（
必
着
）
ま
で
に
〒
６６４
・
８
５
０
３

伊
丹
市
役
所
人
事
課
（
!

７８４
・
８
０

１
６
）
へ
。

◆
県
最
低
賃
金
が
改
定

１０
月
１
日

か
ら
県
最
低
賃
金
が
時
間
額
９６０
円

（
改
定
前
９２８
円
）に
改
定
さ
れ
ま
す
。

最
低
賃
金
制
度
は
国
が
賃
金
の
最

低
限
度
を
定
め
、
雇
用
者
は
同
最
低

賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
す
。

雇
用
形
態
や
呼
称
に
関
わ
ら
ず
、

全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
兵
庫
労
働
局
賃
金
室
!

０７８
・
３６７

・
９
１
５
４
。

◆
時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
が
改
定

来
年
４
月
１
日
か
ら
６０
時
間
を
超
え

る
時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
率
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

月
６０
時
間
を
超
え
る
法
定
時
間
外

労
働
に
対
し
、
使
用
者
は
５０
％
以
上

の
率
で
計
算
し
た
割
増
賃
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
来
年
４

月
１
日
か
ら
の
労
働
時
間
が
対
象
）。

問
兵
庫
労
働
局
賃
金
室
!

０７８
・
３６７

・
９
１
５
４
。

◆
第
１
回
青
少
年
問
題
協
議
会
を
開

催

１０
月
１２
日
㈬
午
後
４
時
、
ス
ワ

ン
ホ
ー
ル
３
階
の
多
目
的
ホ
ー
ル

で
。議

題
は
「
ひ
き
こ
も
り
を
め
ぐ
る

問
題
に
つ
い
て
」
な
ど
。

定
員
５
人
。
傍
聴
希
望
者
は
当
日

午
後
３
時
半
ま
で
に
直
接
、
会
場

へ
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
教
委
こ
ど
も
若
者
企
画
課
!

７８４
・
８
１
６
７
。

◆
市
総
合
交
通
会
議
を
開
催

１０
月

１９
日
㈬
午
後
１
時
半
、
総
合
教
育
セ

ン
タ
ー
２
階
の
講
座
室
で
。

議
題
は
「
伊
丹
市
総
合
交
通
計
画

（
中
間
改
訂
版
）
・
伊
丹
市
自
転
車

活
用
推
進
計
画
の
進
捗
に
つ
い
て
」。

定
員
５
人
。
傍
聴
希
望
者
は
当
日

午
後
１
時
１５
分
ま
で
に
直
接
、
会
場

へ
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
交
通
政
策
課
!

７８４
・
８
０
５

２
。

◆
伊
丹
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

公
募
委
員
を
募
集

伊
丹
市
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
は
選
挙
の
啓
発
を

推
進
し
、
そ
の
方
法
な
ど
を
協
議
す

る
１８
〜
６５
歳
を
募
集
し
ま
す
。

【
活
動
】
▽
年
２
回
（
選
挙
執
行

時
は
都
度
）
の
街
頭
啓
発
活
動
▽
政

治
学
習
講
座
参
加
―
―
な
ど
。

委
員
へ
の
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
期
日
前
投
票
立
会
人
を
募
集

市

選
挙
管
理
委
員
会
は
投
票
に
立
ち
会

い
、
選
挙
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
確
認
す
る
期
日
前
投
票
所
の
立
会

人
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
場
所
】
①
伊
丹
市
役
所
②
伊
丹

商
工
プ
ラ
ザ
【
期
間
】
①
各
選
挙
の

公
示
（
告
示
）
日
の
翌
日
か
ら
投
票

日
の
前
日
ま
で
の
午
前
８
時
１５
分
〜

午
後
８
時
②
各
選
挙
の
投
票
日
の
７

日
程
前
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
の

午
前
８
時
４５
分
〜
午
後
８
時【
報
酬
】

日
額
①
１
万
１
千
円
②
１
万
７００
円

【
応
募
資
格
】
市
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
１８
〜
５５
歳
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

確
認
を
。

＊

＊

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
!

７８４
・
８
０
９
５
。

◆
阪
神
間
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区

の
都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

縦
覧

期
間
な
ど
は
次
の
通
り
。

▽
縦
覧
期
間
$
１０
月
３
〜
１７
日
▽

縦
覧
場
所
$
市
役
所
６
階
の
都
市
計

画
課
。

変
更
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、
縦

覧
期
間
中
に
意
見
書
に
住
所
・
氏
名

・
年
齢
を
書
い
て
同
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
市
都
市
計
画
課
!

７８４
・
８
０
６

７
。

◆
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾

国
は

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
９
月
３０

日
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
し
た
人
が
対
象
で
す
。
内
容
は

次
の
通
り
。

▽
同
カ
ー
ド
を
新
規
取
得
し
た
人

（
既
に
同
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
て
第

１
弾
を
利
用
し
て
い
な
い
人
含
む
）

$
最
大
５
千
円
▽
健
康
保
険
証
利
用

登
録
を
し
た
人
、
公
金
受
取
口
座
を

登
録
し
た
人
$
各
７
千
５００
円
―
―
相

当
の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
。

申
し
込
み
期
限
は
来
年
２
月
２８
日

ま
で
。
詳
し
く
は
、
同
ポ
イ
ン
ト
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
を
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
窓
口
休
日
開
庁

休
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
・
交
付
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
相

談
な
ど
が
で
き
る
窓
口
を
次
の
通
り

開
設
し
ま
す
。

▽
日
時
$
１０
月
１０
日
㈷
、
３０
日
㈰

の
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
▽
会
場
$

市
役
所
１
階
の
市
民
課
１
番
窓
口
。

＊

＊

問
市
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当

!

７８４
・
８
１
２
１
。

◆
令
和
４
年
就
業
構
造
基
本
調
査
に

協
力
を

１０
月
１
日
時
点
で
就
業
構

造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
国
民
の
就
業
・
不
就

業
の
状
況
を
詳
細
に
把
握
し
、
雇
用

政
策
・
経
済
政
策
な
ど
に
必
要
な
基

礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
調
査
内
容
を

統
計
作
成
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
世
帯
に
は
調
査
員
が
調
査
票

を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

調
査
員
は
必
ず
調
査
員
証
を
携
行

し
て
い
ま
す
。
同
調
査
で
費
用
な
ど

を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
市
総
務
課
統
計
担
当
!

７８０
・
４

４
７
５
。
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市
は
市
営
住
宅
１２
団
地
の
入
居
者

を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

【
戸
数
】
２０
戸
。

【
間
取
り
】
２
Ｋ
〜
４
Ｄ
Ｋ
。

【
敷
金
】
家
賃
３
カ
月
分
。

【
応
募
要
件
】
▽
申
込
者
本
人
が

市
内
在
住
か
在
勤
者
▽
現
在
、
住
宅

に
困
っ
て
い
る
人
▽
家
族
構
成
が
夫

婦
（
内
縁
関
係
・
婚
約
者
含
む
）
か

親
子
を
主
体
と
す
る
も
の
。
一
部
住

宅
で
は
単
身
世
帯
（
満
６０
歳
以
上
や

障
が
い
者
な
ど
要
件
あ
り
）
可
▽
※

政
令
月
収
額
が
１５
万
８
千
円
以
下

（
一
部
住
宅
は
１１
万
４
千
円
以

下
）、
障
が
い
者
な
ど
の
世
帯
は
２１

万
４
千
円
以
下
（
一
部
住
宅
は
１３
万

９
千
円
以
下
）
な
ど
。

申
し
込
み
は
１
世
帯
１
戸
。
市
営

住
宅
や
市
内
の
県
営
住
宅
（
借
り
上

げ
を
除
く
）
入
居
者
、
持
ち
家
の
あ

る
場
合
は
申
し
込
み
不
可
。

募
集
案
内
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

(
１０
月
３
〜
１７
日
に
市
上
下
水
道

局
３
階
の
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

や
市
役
所
５
階
の
住
宅
政
策
課
、
各

支
所
・
分
室
、
く
ら
し
の
プ
ラ
ザ
、

「
ふ
ら
っ
と
」
人
権
セ
ン
タ
ー
で
配

布
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
〒
６６４
・
０
８
８
１
昆
陽
１
―
１

―
２
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
（
!

７８４
・
８
０
６
１
）
へ
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。

◎
特
定
市
営
住
宅
・
公
社
住
宅
の
入

居
者
を
募
集

市
は
特
定
市
営
住
宅

・
公
社
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
通
り

募
集
し
ま
す
。

【
北
池
尻
団
地
（
池
尻
６
）】
▽

戸
数
$
１
〜
５
階
数
戸
▽
間
取
り
$

３
Ｄ
Ｋ
▽
家
賃
$
月
額
４
万
１
千
円

（
共
益
費
別
）
▽
応
募
要
件
$
※
政

令
月
収
額
が
１０
万
４
千
円
以
上
な
ど
。

【
鴻
池
住
宅
Ａ
１
棟（
鴻
池
１
）】▽

戸
数
$
４
〜
５
階
数
戸
▽
間
取
り
$

３
Ｄ
Ｋ
▽
家
賃
$
月
額
３
万
５
千
３００

円（
共
益
費
別
）▽
応
募
要
件
$
※
政

令
月
収
額
が
１０
万
４
千
円
以
上
な
ど
。

【
鴻
池
公
社
住
宅
Ａ
２
〜
Ａ
４
棟

（
鴻
池
１
）】
▽
戸
数
$
２
〜
５
階

数
戸
▽
間
取
り
$
３
Ｄ
Ｋ
▽
家
賃
$

月
額
３
万
６
千
１００
円
〜
４
万
１
千
４００

円
（
共
益
費
別
）
▽
応
募
要
件
$
月

収
が
家
賃
の
４
倍
以
上
、
市
が
定
め

る
条
件
を
満
た
す
連
帯
保
証
人
が
い

る
な
ど
。

敷
金
は
い
ず
れ
も
家
賃
３
カ
月

分
。
先
着
順
。

＊

＊

※
政
令
月
収
額
と
は
、
入
居
し
よ

う
と
し
て
い
る
家
族
全
員
の
所
得
か

ら
扶
養
控
除
額
な
ど
を
差
し
引
い
た

後
の
額
を
１２
で
割
っ
た
額
。

問
市
住
宅
政
策
課
!

７８４
・
８
０
６

９
。

◆
１０
月
は
土
地
月
間

１０
月
は
土
地

の
適
正
利
用
に
関
係
す
る
施
策
へ
の

理
解
を
深
め
る
土
地
月
間
で
す
。

【
土
地
取
引
の
事
前
の
届
け
出
】

５
千
平
方
㍍
以
上
（
都
市
計
画
施
設

を
含
む
土
地
は
２００
平
方
㍍
以
上
）
の

土
地
を
有
償
譲
渡
す
る
場
合
、
譲
渡

し
よ
う
と
す
る
日
の
３
週
間
前
ま
で

に
土
地
の
所
在
す
る
市
に
届
け
出
が

必
要
。

【
土
地
の
買
い
取
り
申
し
出
】
２００

平
方
㍍
以
上
の
土
地
を
地
方
公
共
団

体
な
ど
に
対
し
て
買
い
取
り
を
希
望

す
る
場
合
、
土
地
の
所
在
す
る
市
に

申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
土
地
取
引
後
の
届
け
出
】
２
千

平
方
㍍
以
上
の
土
地
を
取
得
し
た
場

合
、
契
約
締
結
日
か
ら
２
週
間
以
内

に
土
地
の
所
在
す
る
市
を
経
由
し
て

県
に
届
け
出
が
必
要
。

問
市
都
市
計
画
課
!

７８４
・
８
０
６

７
。

１０月３～１７日

市営住宅入居者を募集

伊
丹
広
報
２
面
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０
０
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❶
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❹
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岡
❻
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❼
岡
❽
藤
❾
藤
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藤
⑪
藤
⑫
藤

シ
リ
ー
ズ

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
①

戦
争
は
最
大
の
人
権
侵
害

〜
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平
和
を
願
う

２
月
２４
日
、
ロ
シ
ア
が
隣
国
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
し
、
７
カ

月
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。

多
く
の
市
民
が
犠
牲
と
な
り
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
は
極
め
て
厳

さ
ら

し
い
状
況
に
晒
さ
れ
続
け
て
い
ま

す
。
こ
の
戦
争
で
犠
牲
と
な
ら
れ

た
す
べ
て
の
方
々
に
対
し
ま
し

て
、
改
め
て
心
か
ら
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
日
本
人
と
結
婚

し
、
日
本
で
暮
ら
し
て
い
る
、
エ
ラ

さ
ん
と
い
う
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
女
性
の

話
を
お
聴
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「

私
は
１７
年
前
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
日
本
へ
や
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
の

平
和
な
日
本
で
、
自
分
の
家
族
と
共

に
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
祖

国
に
い
る
両
親
や
姉
妹
、
友
人
や
知

人
が
安
全
を
確
保
で
き
て
い
る
か
、

食
料
は
足
り
て
い
る
の
か
と
、
と
て

も
心
配
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

私
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
言
葉
を
話
し

ま
す
が
、
ロ
シ
ア
の
言
葉
も
分
か
り

ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
ロ
シ
ア
は
敵

で
は
な
か
っ
た
の
に
…

今
、
こ
の

悲
し
い
現
実
に
胸
が
と
て
も
痛
み
ま

す
。
一
日
も
早
く
戦
い
が
終
わ
り
、

平
和
が
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
祈
る

日
々
で
す
」。

エ
ラ
さ
ん
の
義
理
の
母
は
、
現
在

本
市
に
住
ん
で
お
り
、
戦
争
が
長
期

化
す
る
中
、
何
か
自
分
に
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
旗

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
青
・
黄
色
の
リ
ボ

ン
を
一
つ
ひ
と
つ
手
作
り
し
て
い
ま

す
。本

市
の
平
和
事
業
な
ど
で
も
参
加

者
に
配
付
し
、
リ
ボ
ン
を
受
け
取
ら

れ
た
皆
さ
ん
は
、
リ
ボ
ン
を
見
て
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
現
状
を
日
常
に
埋
没
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
平
和
へ
の
願
い
を

持
ち
続
け
よ
う
と
、
気
持
ち
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅
西
側
に

あ
る
平
和
の
象
徴
カ
リ
ヨ
ン
塔
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
国
旗
の
色
へ
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
一
つ
ひ

と
つ
の
行
動
は
微
力
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
世
界
中
が
平
和
を
願
う
声
を

上
げ
続
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。

戦
争
は
最
大
の
人
権
侵
害
で
あ

り
、
差
別
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
た
全
て
の
人
々

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
を
否
定
さ

れ
、「
生
き
る
権
利
」
さ
え
も
脅
か

さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
エ
ラ
さ
ん
の
声
に
耳
を

傾
け
、
平
和
の
大
切
さ
、
人
権
の
尊

さ
に
つ
い
て
、
改
め
て
自
分
の
こ
と

と
し
て
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
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